








1.	 はじめに	  








































図 1 に AL 型授業スタイルを示す。発表会など特別な授業以外の通常の授業では毎回同じ構成と流
れで授業を進めていく。それぞれの構成について説明する。 













解答のある Closed Question から明確な解答のな































クオータ―制	 週 2 回（月・木）	 全 15 回	 	 授
業時間：90 分 
授業資料  
配布プリント	 授業用プリント 1 枚/回、講義プ






























	 AL 型授業は基礎理学科 1 年生対象(2016 年度、秋 1 学期)の地球科学Ⅱで実践した。この授業に





ートには Thinking and Discussion、Problem finding と Reflection を書く。講義プリントと講義ノート












しかし Reading のみでは学習への動機付けが弱いので Activity を導入した。実践した Activity を図 5
に示す。いわゆる演示実験や体験実験であるが、ほとんどの実験は材料を百円均一で購入できるよう
にし、関心を持った学生が再実験できるように配慮した。「大気」では“ 空き缶ぺちゃ”（気圧のすご






図 3	 Introduction	 の例	




期は約 4 日であった。太陽系の木星の公転周期は 11.9 年なので、同じ木星型惑星としては常識外れ
だった。多くの系外惑星を見つけようとしていた「プラネットハンター」たちはびっくりぽん！だっ
た。慌てたプラネットハンターたちは過去のデータを見直すと巨大惑星の存在を示すものが続々と見
つかった。こうして系外惑星は発見ラッシュを迎えた。2016 年 6 月現在で系外惑星の確定数は 3432
個である。 
 





さを感じる実験）の実験し、Thinking and Discussion の問題で空き缶がつぶれた理由を話し合わせ、
考えさせた。この実験はテキストにも記載されたもので、簡単に実験できることを理解させた。図 6





広がりを実感することができた。図 8 では「系外惑星」の Activity では、フォトダイオードとテス
ターを使った照度計の作り方を説明しながら系外惑星の発見方法であるトランジット法を説明してい
る。その後、図 9 に示す Thinking and Discussion 1 では仮想的なデータを示し、そのグラフから分か
ることを求めさせた。学生が AL するためにはここでの問いかけが重要であると考える。例えば“大
気圏は地表から順番に 4 つの圏に区分される。それぞれ何と呼ばれていますか。”のような Closed	
question は、基礎知識を確認するのには良い質問だが、答えてもあまり楽しくない。「系外惑星」では
Activity と関連したグラフの解析によって解く問題になっているが、ただしこの問題も明確な解答が存



































Activity	 3D 星座の模型をつくろう  
	 	 オリオン座、さそり座、おおぐま座、カシオペア座、白鳥座  
	 つくりたい星座を自分で選択し、星座ごとにグループを組んで 3D 星座を作製する。  
	 製作した模型についてみんなに説明する。  
 
図 6	 「恒星」での Activity	
図 7	 学生が作製した 3D オリオン座	
Activity	 1	 系外惑星の見つけ方	 トランジット法	 テキスト p19 





図 8	 「系外惑星」での Activity	
図 9	 「系外惑星」での Thinking	 and	 Discussion 
 
図 1	 恒星光度の周期変化 
Thinking	 and	 Discussion	 1 
	 1)	 図1のような光度の変化が起こる理由を分かりやすく説
明しなさい。 
	 2) この惑星の公転周期(日)を求めなさい。 
	 3)	 この惑星の半径(ｍ)を求めなさい。 


















と AL を定義している 2)。	 溝上は AL の定義として「一方向的な知識伝達型講義を聴くという(受動的)
学習を乗り越える意味での、あらゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には、書く・話す・発表す
る等の活動への関与と、そこで生じる認知プロセスの外化を伴う」を提唱している 3)。今回実践した
AL 型授業は、Reading による読む、Thinking and Discussion による自ら考える・友達と議論して考え
をまとめて文章化する、学生は知識や概念を習得しながら自分自身の態度や価値観を探求する、ペア

























































































































• Problem finding は講義の振り返りにもなっているし、今まではどこが分からないかも分からな
いって感じだったけど、この制度では分からない所が明確になるので良いと思いました。	













ある。Thinking and Discussion を通して解決に向かって考えてきたが、それでも残る疑問を文章化す
ることによって何が分かって何が分からないのかを明確にすることは AL にとって大切なことである。
Reflection をすることによって学んだ内容を振り返ることによって記憶の定着化を図ることができる。




































図 10	 AL 型授業の学びのサイクル	
表 1	 授業アンケートの結果	
	 	 5 大変そう思う～1 思わない 
①分かりやすかった。 	 	 	 	 	 	 	 	 4.1	 	 	 	 	
②新たな発見があった。	 	 	 	 	 	  	 4.3 
③興味深かった。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 4.5 
④授業のやり方は適切であった。	 	 	 4.1 
⑤有益であった	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 4.3 
⑥授業に集中できた	 	 	 	 	 	 	 	 	 4.0 
⑦総合的に満足である	 	 	 	 	 	 	 	 4.3 
⑧この授業で習ったことや方法は	 	 	 	
他の授業にも役立ちそうと思う	     4.0 
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の問題になるのが評価である。発表会やレポートではルーブリック評価が役に立つが、授業中の活動
（ペア活動、グループ活動）の評価ができていない。受講生が多人数なので教員が一人で評価するこ
とは難しい。チェックリストの利用した簡単な学生相互評価法を現在検討している。さらに AL 型授業
の一番の課題はグループ活動が苦手な学生への配慮である。授業では単独活動も許可しているが、ど
のようにペア活動やグループ活動に参加させるかが大きな問題である。	
	
6.	 まとめ	
	 学生が学習の主体であることを理解し、学生のより深い学びに繋がるような仕組みを取り入れた授
業として AL 型授業スタイルを開発して、実際に授業実践を行った。授業中の活動、アンケートの評価
や感想から、AL の良さに理解を示し地球科学に関心を持った学生が多くいることが分かった。その反
面、AL 型授業には多くの課題があることも明らかとなった。学生が授業時間もそれ以外の時間ももっ
と学びたいと思わせる授業が展開できるように、さらに AL 型授業を改善していきたい。	
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